
■ 目的

「安全で安心して暮らせる街、東京」 の実現に向けた諸対策を効果的に推進するため、 警

察業務における課題等に関し、都民等からの意見や提案をインタ―ネット利用によるアンケー

トを実施することにより集約し、迅速かつ効果的に施策等に反映させることを目的とする。

■ 制度の概要

１ 調査対象者（けいしちょう安全安心モニター）

満１８歳以上の都内在住、在勤又は在学する者 １，０００名以内

※ 警視庁ホームページ上でモニターを公募し、応募者の中から、性別、年代、居住地域

等を考慮して候補者を選定し、電子メールにより通知（依頼）

２ アンケートの実施

○ 調査方法

インターネットを利用したアンケートによる調査

○ 調査項目（アンケートテーマ）

重点的に実施している施策や今後取り組む課題等に必要な事項

○ 調査回数

平成２４年度内に４回実施予定

３ 謝礼

アンケート１回につき、図書カード（５００円券）１枚を年度末にまとめて交付

けいしちょう安全安心モニター制度
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回収数 構成比

865 100.0

432 49.9

433 50.1

15 1.7

111 12.8

170 19.7

166 19.2

131 15.1

160 18.5

112 12.9

272 31.4

18 2.1

84 9.7

83 9.6

50 5.8

200 23.1

120 13.9

38 4.4

　２３区部 539 62.3

　市町村部 294 34.0

32 3.7

性
別

　男　性

　女　性

年
代
別

　１８歳～１９歳

　２０代

　３０代

　４０代

　５０代

　学　生

　主　婦

　無　職

　その他

　６０代

　７０歳以上

全 体

属 性

居住地域別
都内在住

　都外在住

職
業
別

　会社員

　公務員

　自営業

　パート・アルバイト

■ 調査テーマ

「身近な犯罪の防止と規範意識の向上」について

■ 調査目的

サイバー空間、子どもを取り巻く環境、万引き、近隣トラブル等の身近な犯罪などについての意識等

を調査し、今後の施策等の参考とするため。

■ 調査期間

平成２４年１２月１９日（水）から平成２４年１２月２８日（金）までの間

■ 調査方法

インターネットを利用したアンケート調査

■ 調査対象（平成２４年度けいしちょう安全安心モニター）

９５０名

※ 公募した満１８歳以上の都内在住者、在勤者又は在学者

■ 回答者数

８６５名（回答率 ９１．１％）

■ 回答者の属性

調査の概要

※ 集計結果は、百分率（％）で示している。小数点以下第２位を四捨五入して算出した。そのため、合計が100.0％に

ならないものがある。

※ ｎ（number of cases)は、比率算出の基数であり、100％が何人の回答者に相当するかを示す。
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Z

「身近な犯罪の防止と規範意識の向上」について

平成２４年度けいしちょう安全安心モニター

第３回アンケート

「安全で安心して暮らせる街、東京」の実現に向け、警視庁では、「規範意識の向上」と「地域の

絆の再生」をキーワードとして、「犯罪の起きにくい社会づくり」に取り組んでいます。

今回のアンケートは、『身近な犯罪の防止と規範意識の向上』をテーマに、皆様が日常生活で目に

することがあったり、発生しやすい犯罪のことなどをお聞きして、「犯罪の起きにくい社会づくり」

のための施策等に活用させていただくものです。

◇サイバー空間の安全について

Ｑ１ コンピュータウイルスに感染しないために、どのような対策をとって
いますか。

Ｑ２ ウイルス対策ソフトを導入していないのは、なぜですか。

Ｑ３ どのようになったとき、パソコンやスマートフォンがコンピュータウ
イルスに感染したことを疑いますか。

Ｑ４ あなたが行っているコンピュータウイルス対策で、ウイルスに感染し
ないと思いますか。

Ｑ５ フィッシング詐欺の被害に遭わないために、どのような対策をとって
いますか。

Ｑ６ あなたがしているフィッシング対策で、被害を防げると思いますか。

◇子どもの安全について

Ｑ７ あなたが小中学生のころと比べて、今の子どもを取り巻く環境は、危
険だと思いますか。

Ｑ８ なぜ、今の子どもを取り巻く環境の方が危険だと思うのですか。

Ｑ９ 今の子どもを取り巻く環境は、どのような危険があると思いますか。

Ｑ１０ 子どもの安全を守るため、警察は何をすべきだと思いますか。

◇万引き防止について

Ｑ１１ 都内の万引き被害の総額は、昨年１年間でどれくらいだったと思いま

すか。

Ｑ１２ 万引きが多発しているのは、何が原因だと思いますか。

Ｑ１３ 万引きをなくすためには、どのようなことに最も力を入れるべきだと

思いますか。

Ｑ１４ 尐年から品物を買い取ることについて、どう思いますか。

Ｑ１５ 尐年による盗品の転売を防ぐためには、買取り店側はどのようなこと
に気を付ければいいと思いますか。

◇近隣トラブルについて

Ｑ１６ 近隣住民と口論になるなど、何かトラブルを経験したことがあります
か。

Ｑ１７ あなたが経験した近隣トラブルにより、どういう実害がありましたか。

Ｑ１８ 近隣トラブルにあったとき、あなたの主な相談先はどこ（だれ）でし

たか。

Ｑ１９ 相談を受けた担当者の対応は、どうでしたか。

Ｑ２０ 近隣トラブルに対して、警察にはどのように対応してほしいですか。

・・・・・４

・・・・・５

・・・・・６

・・・・・７

・・・・・８

・・・・・９

・・・・１０

・・・・１１

・・・・１２

・・・・１３

・・・・１４

・・・・１５

・・・・１６

・・・・１７

・・・・１８

・・・・１９

・・・・２０

・・・・２１

・・・・２２

・・・・２３
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ソフトウェアのインストールを開発元や安全性
を確認してから実行する

ＵＳＢなど外部記録媒体でデータを受け取った
場合はウイルススキャンする

その他

特に対策はとっていない又はよく分からない

ブラウザのセキュリティレベルを上げる

ダウンロードしたファイルはウイルススキャンし
てから開く

ウイルス対策ソフトを導入して定義ファイルを
最新に保つ

怪しいサイトにアクセスしない

ＯＳ、ソフトウェアを最新に保つ

【全 体】(ｎ=865)

発信元が分からないメールは開かない

83.4 

80.0 

78.7 

40.9 

32.4 

20.1 

19.8 

13.6 

3.4 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サイバー空間の安全について

83.4 

80.0 

78.7 

40.9 

32.4 

20.1 

19.8 

13.6 

3.4 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｑ１ コンピュータウイルスに感染しないために、どのような対策をとっていますか。

該当する項目を選んでください（複数選択可）。

サイバー空間の安全について
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導入すると端末の動作が重くなるから

その他

特に理由はない

ウイルスに感染したことがないので必要性を
感じないから

パソコン等の購入時に説明がなかったから

導入するのが面倒だから

費用が高いから

どのウイルス対策ソフトを選べばよいか分から
ないから

導入の仕方が分からないから

【全 体】(ｎ=144)

43.8 

31.9 

22.9 

22.9 

21.5 

21.5 

3.5 

12.5 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

サイバー空間の安全について

43.8 

31.9 

22.9 

22.9 

21.5 

21.5 

3.5 

12.5 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

Ｑ１で「ウイルス対策ソフトを導入して定義ファイルを最新に保つ」を選択しなかった方にお尋

ねしました。 （１６．６％ １４４人）

Ｑ２ ウイルス対策ソフトを導入していないのは、なぜですか。

該当する項目を選んでください（複数選択可）。

サイバー空間の安全について
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端末の動作が不安定になった

身に覚えのないメールが送信された

端末が起動しなくなった

【全 体】(ｎ=865)

ファイルやデータがなくなったり壊れた

その他

端末に保存されている個人情報やデータが
盗まれた

遠隔操作された

身に覚えのない料金請求などをされた

感染しても気付かないと思う

58.2 

46.2 

43.5 

41.3 

40.3 

31.8 

28.0 

29.1 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

サイバー空間の安全について

58.2 

46.2 

43.5 

41.3 

40.3 

31.8 

28.0 

29.1 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

サイバー空間の安全について

Ｑ３ どのようになったとき、パソコンやスマートフォンがコンピュータウイルスに感染したこ

とを疑いますか。

該当する項目を選んでください（複数回答可）。
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【全 体】(ｎ=865)

対策は

十分なので

感染しない

3.2%

対策は

十分だが

感染する

かも知れない

67.6%

対策は

不十分だが

感染しない

3.8%

対策が

不十分なの

で感染する

かも知れない

25.3%

サイバー空間の安全についてサイバー空間の安全について

Ｑ４ あなたが行っているコンピュータウイルス対策で、ウイルスに感染しないと思いますか。

該当する項目を１つだけ選んでください。

※ 「感染しない（計）」（７．１％）

＝「対策は十分なので感染しない」＋「対策は不十分だが感染しない。」

「感染するかもしれない（計）」（９２．９％）

＝「対策は十分だが感染するかもしれない」＋「対策が不十分なので感染するかもしれない」

※ 「対策は十分だ（計）」（７０．９％）

＝「対策は十分なので感染しない」＋「対策は十分だが感染するかもしれない」

「対策は不十分だ（計）」（２９．１％）

＝「対策は不十分だが感染しない」＋「対策が不十分なので感染するかもしれない」
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メールのヘッダを表示させて送信元の
ＩＰアドレスを調べる

その他

メールソフトやブラウザでフィッシングサイト
判別機能を活用する

特に何もしていない又はよく分からない

メールの中に記載されているＵＲＬを不用意に
クリックしない

知っている送信元からのメールでも個人情報
を入力しない

個人情報の入力を求められたら直接企業の
サイトに問い合わせる

【全 体】(ｎ=865)

フィッシング防止機能が付いたウイルス対策
ソフトを導入して最新に保つ

61.3 

32.5 

25.0 

24.4 

22.2 

8.3 

6.0 

15.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

サイバー空間の安全について

61.3 

32.5 

25.0 

24.4 

22.2 

8.3 

6.0 

15.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

サイバー空間の安全について

Ｑ５ フィッシング詐欺の被害に遭わないために、どのような対策をとっていますか。

該当する項目を選んでください（複数選択可）。

【フィッシング詐欺について】

フィッシング詐欺とは、オンラインバンクやクレジットカード会社等の名前をかたって不特定

多数のユーザーにメールを送信し、「セキュリティ向上のため」とか「悪用防止のため」などと

称して本物そっくりの偽サイトに誘導した上、ID、パスワード、口座番号、暗証番号、クレジッ

トカード番号等の個人情報をだまし取る犯罪です。

そうしてだまし取られた個人情報を悪用され、多額の被害を受けたという訴え出が増えていま

す。

次の説明をご覧になってから、設問にお進みください。
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【全 体】(ｎ=865)
対策は

十分なので

防げる

4.9%

対策は

十分だが

防げない

かも知れない

46.8%

対策は

不十分だが

防げる

8.6%

対策が

不十分なので

防げない

かも知れない

39.8%

サイバー空間の安全についてサイバー空間の安全について

Ｑ６ あなたがしているフィッシング対策で、被害を防げると思いますか。

該当する項目を１つだけ選んでください。

※ 「被害を防げないかもしれない（計）」（８６．６％）

＝「対策は十分だが防げないかもしれない」＋「対策が不十分なので防げないかも知れない」

「被害を防げる（計）」（１３．４％）

＝「対策は十分なので防げる」＋「対策は不十分だが防げる」

※ 「対策は十分だ（計）」（５１．７％）

＝「対策は十分だが防げないかもしれない」＋「対策は十分なので防げる」

「対策は不十分だ（計）」（４８．３％）

＝「対策が不十分なので防げないかも知れない」＋「対策は不十分だが防げる」
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【全 体】(ｎ=865)

子どもの安全について

とても

危険に

なった

51.2%

少し

危険になった

34.2%

あまり

変わらない

12.6%

危険は

少し減った

1.6%

危険は

大きく減った

0.3%

子どもの安全について

Ｑ７ あなたが小中学生のころと比べて、今の子どもを取り巻く環境は、危険だと思いますか。

該当する項目を１つだけ選んでください。

※ 「危険になった（計）」（８５．４％）＝「とても危険になった」＋「少し危険になった」

「危険は減った（計）」（２．０％） ＝「危険は少し減った」＋「危険は大きく減った」
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インターネットや携帯電話が普及したから

地域のつながりが薄くなっているから

塾などで帰宅が遅いから

【全 体】(ｎ=739)

子どもを狙う犯罪が多いから

子どもが被害に遭った事件報道をよく見聞き
するから

不審者の情報をよく聞くから

その他

無責任な親が増えているから

いじめが問題になっているから

交通環境が悪化しているから

学校の指導や監督が不十分だから

危険な遊び場所が多いから

警察の取組が不十分だから

家族や知り合いの子どもが危険な目に遭った
から

82.4 

77.0 

65.4 

52.6 

52.6 

51.3 

42.6 

41.3 

30.0 

20.4 

16.1 

14.5 

2.8 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの安全について

Ｑ７で「とても危険になった」又は「尐し危険になった」を選択した方にお尋ねしました。

82.4 

77.0 

65.4 

52.6 

52.6 

51.3 

42.6 

41.3 

30.0 

20.4 

16.1 

14.5 

2.8 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの安全について

Ｑ８ なぜ、今の子どもを取り巻く環境の方が危険だと思うのですか。該当する項目を選んでく

ださい（複数選択可）。

Ｑ７で「とても危険になった」又は「尐し危険になった」を選択した方にお尋ねしました。

（８５．４％ ７３９人）
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河川等での危険な遊び

けんか

その他

あまり危険はない

誘拐などの連れ去り

素行不良者からの恐喝など

薬物への誘い

インターネット上のトラブル

変質者等からの声掛けやいたずら

交通事故

【全 体】(ｎ=865)

いじめ

82.5 

80.3 

77.0 

52.4 

51.6 

49.9 

41.7 

13.2 

13.1 

5.2 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの安全について

82.5 

80.3 

77.0 

52.4 

51.6 

49.9 

41.7 

13.2 

13.1 

5.2 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの安全について

Ｑ９ 今の子どもを取り巻く環境は、どのような危険があると思いますか。

該当する項目を選んでください（複数選択可）。
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サイバーパトロール

子ども１１０番の家など避難先の確保

警察がすべきことは特にない

防犯教室の開催

交通安全教室の開催

少年補導

交通取締り

塾やお稽古先などに対する防犯指導

少年相談窓口の充実

その他

地域のパトロール

防犯ボランティアによる子どもの見守り活動の
推進

不審者情報の速やかな配信

【全 体】(ｎ=865)

街頭防犯カメラの設置促進

80.8 

64.5 

58.7 

54.8 

50.8 

48.3 

44.6 

40.0 

37.5 

36.4 

35.4 

28.8 

8.7 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの安全について

80.8 

64.5 

58.7 

54.8 

50.8 

48.3 

44.6 

40.0 

37.5 

36.4 

35.4 

28.8 

8.7 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｑ１０ 子どもの安全を守るため、警察は何をすべきだと思いますか。

該当する項目を選んでください（複数選択可）。

子どもの安全について
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【全 体】(ｎ=865)

６，０００万円

くらい

19.0%

６億円くらい

46.6%

６０億円くらい

23.4%

６００億円

くらい

10.3%

６，０００億円

くらい

0.8%

万引き防止について万引き防止について

Ｑ１１ 都内の万引き被害の総額は、昨年１年間でどれくらいだったと思いますか。

該当する項目を１つだけ選んでください。
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規範意識の低下

保護者のしつけや教育が不十分

社会からの孤立感を抱えた高齢者の増加

【全 体】(ｎ=865)

自制心のなさ

その他

学校の指導や監督が不十分

店舗の防犯対策の甘さ

経済状況の悪化

警察の対策が不十分

78.5 

67.1 

65.5 

54.9 

53.9 

21.8 

17.9 

9.6 

8.7 

0% 30% 60% 90%

万引き防止について

78.5 

67.1 

65.5 

54.9 

53.9 

21.8 

17.9 

9.6 

8.7 

0% 30% 60% 90%

万引き防止について

Ｑ１２ 万引きが多発しているのは、何が原因だと思いますか。

該当する項目を選んでください（複数選択可）。
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新聞やテレビによる広報やキャンペーンの
実施

その他

【全 体】(ｎ=865)

店員による声掛けや防犯カメラの設置など
万引きをさせない店づくり

少年への指導や教育による規範意識の向上

万引き犯人の警察への引渡しの徹底

リサイクルショップ等による万引きした商品を
買取りしない取組

36.3 

21.0 

19.5 

11.4 

5.7 

6.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

万引き防止について

36.3 

21.0 

19.5 

11.4 

5.7 

6.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

万引き防止について

Ｑ１３ 万引きをなくすためには、どのようなことに最も力を入れるべきだと思いますか。

該当する項目を１つだけ選んでください。
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【全 体】(ｎ=865)

少年から品物

を買い取る

こと自体が

問題だ

64.6%

保護者の同

意と身分確認

をしっかり行

えば問題ない

23.9%

盗品ではない

かよく確認す

れば問題ない

10.1%

特に問題は

ない

1.4%

万引き防止について万引き防止について

Ｑ１４ 尐年から品物を買い取ることについて、どう思いますか。

該当する項目を１つだけ選んでください。

※ 「古物営業法」では、盗品の流通を防止するため、リサイクルショップ等がバイク（部品含む。）

・ＣＤやＤＶＤ・ゲームソフト・書籍の取引をする場合は、金額を問わず買取り時に身分確認をする

ことを義務付けています。

また、「東京都青尐年の健全な育成に関する条例」では、リサイクルショップ等が１８歳未満の者

からの品物の買取りをする場合、その保護者の同伴若しくは同意を得ているときを除いて禁止してい

ます。

次の説明をご覧になってから、設問にお進みください。

【事例】

高校生の少年Ａ君は、近所の書店から人気歌手のＣＤや新作映画のＤＶＤを万引きし、別のお

店に転売することを思いつきました。

Ａ君が盗んだＣ ＤやＤＶＤを売りに行ったお店では、未成年者からの買取りの際、運転免許証

や学生証などによる身分確認と、 保護者の同意書を確認していました。そのため、「親に知 られ

れては面倒だ。」 と思ったＡ君は、学校の先輩から同意書の保護者欄に署名してもらい、それを

提出して転売しました。
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特に気を付けるべきことはない

その他

少年から買取りをしない

保護者同伴のほかは少年からの買取りを
しない

新品や同一商品など盗品の疑いがある
品物は買い取らない

【全 体】(ｎ=865)

保護者への電話連絡など確実な同意の
確認をする

33.5 

29.9 

21.0 

14.0 

0.9 

0.6 

0% 20% 40%

万引き防止について

33.5 

29.9 

21.0 

14.0 

0.9 

0.6 

0% 20% 40%

万引き防止について

Ｑ１５ 尐年による盗品の転売を防ぐためには、買取り店側はどのようなことに気を付ければい

いと思いますか。

該当する項目を１つだけ選んでください。
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庭木の枝や落ち葉に関すること

心ない風評や悪口、嫌がらせに関すること

いたずらやけんかなど子どもに関すること

ゴミ屋敷など不潔さに関すること

その他

近隣トラブルを経験したことはない

【全 体】(ｎ=865)

人声や楽器演奏など騒音に関すること

住居や私道の境界線に関すること

ペットの飼い方や野良犬等への餌付けなど
動物に関すること

ゴミ出しなどのルールに関すること

19.9 

12.4 

12.4 

12.1 

9.7 

5.2 

3.8 

1.8 

7.9 

52.0 

0% 20% 40% 60%

近隣トラブルについて

19.9 

12.4 

12.4 

12.1 

9.7 

5.2 

3.8 

1.8 

7.9 

52.0 

0% 20% 40% 60%

48.0%

「何らかの近隣

トラブルを経験

したことがある

（計）」

近隣トラブルについて

Ｑ１６ 近隣住民と口論になるなど、何かトラブルを経験したことがありますか。

該当する項目を選んでください（複数選択可）。
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殴られるなど実際に危害を加えられた

その他

金銭的な損失があった

ちょっとしたことなので問題なかった

実害はなかったが悩んだ

言葉の暴力を受けた

身の危険を感じた

【全 体】(ｎ=415)

引っ越しを考えた

45.5 

17.8 

12.3 

7.7 

5.1 

1.0 

18.3 

18.8 

0% 20% 40% 60%

近隣トラブルについて

Ｑ１６で「近隣トラブルを経験したことはない」以外を選択した方にお尋ねしました。

45.5 

17.8 

12.3 

7.7 

5.1 

1.0 

18.3 

18.8 

0% 20% 40% 60%

近隣トラブルについて

Ｑ１７ あなたが経験した近隣トラブルにより、どういう実害がありましたか。

該当する項目を選んでください（複数選択可）。

Ｑ１６で「近隣トラブルを経験したことはない」を選択しなかった方にお尋ねしました。

（４８．０％ ４１５人）
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その他

区市町村などの専門相談窓口

友人や知人

警察の相談窓口

弁護士による法律相談窓口

司法書士や行政書士等の公的資格者

裁判所の調停担当者

【全 体】(ｎ=415)

家族や親族

相談しないで我慢

相談しないで相手方と直接話合い

相手方以外の近隣者

20.2 

17.3 

12.3 

10.1 

6.7 

6.7 

6.3 

4.1 

0.5 

0.2 

15.4 

0% 10% 20% 30%

Ｑ１６で「近隣トラブルを経験したことはない」以外を選択した方にお尋ねしました。

近隣トラブルについて

20.2 

17.3 

12.3 

10.1 

6.7 

6.7 

6.3 

4.1 

0.5 

0.2 

15.4 

0% 10% 20% 30%

Ｑ１６で「近隣トラブルを経験したことはない」を選択しなかった方にお尋ねしました。

（４８．０％ ４１５人）

Ｑ１８ 近隣トラブルにあったとき、あなたの主な相談先はどこ（だれ）でしたか。

該当する項目を１つだけ選んでください。

近隣トラブルについて
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【全 体】(ｎ=74)

十分な対応で

解決した

29.7%

十分な対応

だったが

解決に

至らなかった

23.0%

不満な対応

だったが

解決した

16.2%

不満な対応で

解決に

至らなかった

31.1%

Ｑ１８で「警察の相談窓口」、「区市町村などの専門相談窓口」、「弁護士による法律相談窓

口」、「司法書士や行政書士等の公的資格者」又は「裁判所の調停担当者」を選択した方にお尋

ねします。

近隣トラブルについて

Ｑ１８で「警察の相談窓口」、「区市町村などの専門相談窓口」、「弁護士による法律相談窓

口」、「司法書士や行政書士等の公的資格者」又は「裁判所の調停担当者」を選択した方にお

尋ねしました。（１７．８％ ７４名）

近隣トラブルについて

Ｑ１９ 相談を受けた担当者の対応は、どうでしたか。

該当する項目を１つだけ選んでください。

※ 「十分な対応だった（計）」（５２．７％）

＝「十分な対応で解決した」＋「十分な対応だったが解決しなかった」

「不満な対応だった（計）」（４７．３％）

＝「不満な対応だったが解決した」＋「不満な対応で解決に至らなかった」

※ 「解決した（計）」（４５．９％）

＝「十分な対応で解決した」＋「不満な対応だったが解決した」

「解決に至らなかった（計）」（５４．１％）

＝「十分な対応だったが解決に至らなかった」＋「不満な対応で解決に至らなかった」
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犯罪行為以外は介入しないでほしい

相談者へのアドバイスにとどめ、間に入ること
は避けてほしい

【全 体】(ｎ=865)

間に入って両者にアドバイスしてほしい

専門の相談窓口を紹介してほしい

相手方に注意や警告をするなど積極的に
対応してほしい

とりあえず内容だけ聞いておいてほしい

28.4 

28.4 

26.1 

6.2 

5.8 

5.0 

0% 20% 40%

近隣トラブルについて

28.4 

28.4 

26.1 

6.2 

5.8 

5.0 

0% 20% 40%

近隣トラブルについて

Ｑ２０ 近隣トラブルに対して、警察にはどのように対応してほしいですか。

該当する項目を１つだけ選んでください。
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